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関西元気な地域づくり発表会 【未知普請・地域協働】①               平成１７年１２月１６日（金） 

 

   日本一汚い川からのまちづくり 
                                 近木川

こ ぎ が わ

流域自然大学研究会 代表 橋本 夏次
な つ じ

 
 

 １．郷に入ったら郷に従え 

    ・二度のワーストワン  二級河川 近木川 

 

    ・昔のまんまのええ川やん 近木川は 子どもが気づいた近木川のいいところ 

 

 

 ２．遊びから学ぶ 

    ・子どもからの提案  遊べる近木川にしてください 

 

    ・近木川流域自然大学 海→貝塚市立自然遊学館、山→ほの字の里 

      川の分校づくり⇒子どもの参画で 

 

    ・環境学習で育つ子どもたち 

      少しぐらい汚のうても良い、生き物が一杯、自然が一杯 

      人の心が優しいいまち→事件がないから、生き物にも優しいから 

 

    ・まちづくりは郷土愛から 

      大人より 子らの感性 みちひらく 

 

 

 ３．つなぎ役として 

    ・目配り、気配り、心配り  

     汗は一歩も二歩も先んじてかけ、 

        口は二歩も三歩も控えめに。 

     川を見て 地域見てみて 人を見る 

      ＢＯＤ ２１ｍｇ/l→７.８ｍｇ/l に 

 

    ・知識を振りかざす人、 

           自己主張の強い人 

 

 

 ４．水の浄化は心の浄化 

    ・暮らしからでた問題は、 

         暮らしの中で解決を 

     地域のことは 地域の人で 

 

    ・自然再生事業→近木川汽水ワンド 

     近木川流域自然大学 

     大阪湾（二色の浜） 

 

    ・わが道を  

        川に生かされ 

             つむぐ日  々
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市民の森、自然遊学館施策体系 
     

   基本方針 
   市民のふるさと志向を自然とのふれあいの中に求め、 

郷土愛を育み「人と自然の共生」を問う。 

               ＣＩ運動 

                    市民の願い＝暮らしに自然を取り戻す 

                           環境教育を進めながら 

                           積極的に海・山・川を暮らしの中に取り戻す。 

                貝塚らしさ 

 

         郷土愛 

 

 

 

 自然とのふれあい 

   近木川水系の生態調査                     郷土の誇り  

  自然と市民生活の歴史                        豊かな自然 

 

                                                                        都市像 

 自然遊学館 
         ◎自然について                                           近木川ルネッサンス      する産業文化都市

           知る                    自然生態園            緑陰音楽会（野外ステージ）  

           学ぶ                    貴重種のヤマトマダ        自然文化フォーラム             

           活動する                  ラバッタの保護活動        自然観賞会、ウォッチング         近木川流域自然大学、 

           自然大好き人間の育成          など               木の実などを使ったもの作り         山の分校(ほの字の里)  

           市民活動を育て,サポートする      緑道ウォークラリー など                           海の分校(自然遊学館) 

                                                                           川の分校 ⇒ 子どもの参画・

                   出会い  

 

    「場」の提供           感 動 

 

                               余 韻  

                                                                                                            

                                パークタウン住民の生活レベル向上の場 

                                                                                                                                                ＦＤ近木川－１０７ 

 

然
遊
自然への理解 

 
自然保護・再生 遊びと文化         豊かな自然と共存

「
わ
れ
、
山
に
帰
ら
ん
」 

 

日
本
は
、
西
欧
よ
り
も
西
欧
的
な
効
率
至
上
主

義
に
走
っ
た
。
し
か
し
私
た
ち
の
心
の
ど
こ
か
に

い
つ
も
呼
び
か
け
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
森

の
呼
び
声
だ
。 

 

弘
法
大
師
空
海
は
、
死
を
前
に
し
て
い
っ
た
。

「
わ
れ
、
永
く
山
に
帰
ら
ん
」
。
死
ん
で
山
の
土

に
な
る
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
言
葉

に
は
、
山
や
森
に
と
け
こ
ん
で
生
き
る
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
が
託
さ
れ
て
い
る
。 

 

山
や
森
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
は
、
実
は
身
近
に
あ

る
。
身
の
回
り
の
水
や
土
や
緑
や
風
を
敬
い
、
愛
し
、

一
体
感
を
も
ち
、
自
然
が
傷
つ
く
の
を
少
し
で
も
防
ぐ

暮
ら
し
を
す
る
。
そ
れ
も
「
山
に
帰
ら
ん
」
の
意
に
沿

う
こ
と
だ
。 

 

日
本
は
近
代
技
術
の
粋
と
森
の
思
想
と
を
、
共
に
わ

か
る
立
場
に
あ
る
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
両
者
の
調
和
を

め
ざ
し
、
近
代
文
明 

に
か
わ
る
壮
大
な
環
境
哲
学
を
説
き
う
る
立
場
に

あ
る
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

朝
日
新
聞
５
月
２
９
日
付
「
座
標
」
か
ら
） 

人と人、人と自然との出会い 

よりくわしく知る 

語り合える場 

資料の展示（市内の自然を紹介）、学びの場 

レストラン
花とみどりの文化大学「グリーン・カレッジ」 

近木っ子探検隊                 平成７年 ４月１日結成 

平成７年 ４月１日開校 

近木っ子会議                    平成８年１２月１日結成 

 市民の森 自然遊学館 施策体系

 郷土愛  

郷土の誇り

豊かな自然 

 自然遊学館  自然への理解 自然保護・再生  遊びと文化
 都市像

近木川流域自然大学 
 

山の分校 ほの字の里 
海の分校 自然遊学館 

川の分校 → 子どもの参画

 「場」の提供 

 ＣＩ運動

 貝塚らしさ  

 

ワーストワンからの出発 川の分校づくりからまちづくりへ 

近木川流域自然大学        流域の視点(全市的) コミュニティ(生活文化、くらしの知恵) 地域をつなぐ 
 

  海の分校  川の分校  山の分校              コミュニティの再生 

  総合学習                 つなぎ役(一歩控えて。汗は一歩も二歩も先んじて。口は二歩も三歩も控えめに) 
           小学校        中学校          高校    環境保護活動、クラブなどで学校間の連携                   和泉葛城山
 大学・研究機関のサポート⇔ 郷土愛 生きる力(自然、地域特製･歴史的遺産など)   ⇔ NPOなどのサポート                     ブナ林(国の天然記念物)
町会、子ども会など   
森林・水利組合などの         地 域 社 会        郷に入ったら 郷に従え 
  地域のバックアップ 見守り隊、意識の高揚《アンケート、聞き取り(生活の知恵)》 
           子どもの参画 山の分校（ほの字の里） 
 
海の分校                                        水間寺   

自然遊学館） 川の分校 
近木川河口         近木川 きび谷川 
二色の浜       
 大阪湾再生(二色の浜)行政                国 
 近木川汽水ワンド                    大阪府            
                             貝塚市 

 
総合計画 
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日本一汚い川からまちづくり

近木川流域自然大学研究会代表 橋本夏次

１．郷に入ってば郷に従え

２．遊びから学ぶ

３．つなぎ役として

４．水の浄化は心の浄化
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かわっぱ Ｇｏ！Ｇｏ！

からうす実演 携帯用からうす

新田さんから聞き取り

 
 

  

いい川

自然がいっぱいあって、

汚くても、きれいでも、

生物がすめる川

汚くても楽しく遊べる川

いいまち

人の心が穏やかなまち

みんなが幸せに住めて、都会でも都会過ぎない、

田舎でもいなか過ぎない、自然がいっぱいで、

みんながいかされるまち
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特にびっくりしたのが、紀貫之が貝塚に来たと

いうことでした。今私たちが国語の授業でやって

いる歴史上の人物が貝塚に来たことは、とても誇

りに思いました。

最後に見せていただいたた数々の写真は、とて

も感動しました。その中でも一番感動したのは、

貝塚の四季でした。貝塚は小さな市かもしれない

けれど、他の市や県に負けていないのでないかと

思いました。

 
 

  

こ
の
泊
り
の
浜
に
は
く
さ
ぐ
さ
の

う
る
わ
し
き
貝
石
な
ど
お
お
か
り

か
か
れ
ば
只
昔
の
人
を
の
み
恋
ひ

つ
つ
船
な
る
人
の
よ
め
る

よ
す
る
浪

う
ち
も
寄
せ
な
ん

吾
恋
ふ
る

人
わ
す
れ
貝

お
り
て
拾
わ
ん

と
い
へ
れ
ば
、
あ
る
人
の
た
へ
ず

し
て
、
船
の
心
や
り
に
よ
め
る

忘
れ
貝

拾
ひ
し
も
せ
じ

し
ら
玉
を

恋
ふ
る
を
だ
に
も

形
見
と
思
わ
ん
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春

冬 秋

夏

 
 

  

結果が出て、感謝するのは後々の世代です。

人生を環境のために、未来のためにというの

は、とても、すごい見本です。

 




